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子どもの教育に対する母親の地域移動効果

　　　　　　地域間ジ エ ンダー
格差との関わ り

石川　 由香里

1 ． 問題 の 所在

　高等教育進学 率の 地 域 差 は，今 日 なお明 らかで ある 。 例 えば平成20年度学校基本

調査 に よれ ば、2008年度 の 大 学等 へ の 進 学率 は最 も高 い 東京都 と最 も低 い 沖縄県 と

で は 27．9ポ イ ン トもの 差が あ る 。 教育社会学 で は 1970年代か ら進学率の 規定要因 と

して 地域 の 職業 ・
学歴構 成 （友田　1970），大学収容力 （佐 々 木　2006），地域環境

の 影響 〔尾 嶋　1986）， ロ
ー

カ ル ・トラ ッ ク （吉川　2001），所得階層間格差 （近藤

2001，小林　2007）など，社会経済的背景を扱 う様 々 な先行研 究が 存在す る 。

　 また 階層研究 で は 1995年 の SSM 調査の 結 果を分析 した林 ・粒来 （2000）が ，戦

後の ；期 に わ た っ て 進学 や 就職 とい う地位達成の 分節 と地域移動の 関連 につ い て検

討 し，低成長期後 は就職時に移動する相対的 メ リ ッ トが 次第に低下 する こ とで 1 地

域 移動 が 階層移 動 を伴 うこ とは少 な くな っ た 一
方，高学歴 社会に お ける移動の 新 た

な局面 が，階層差 を伴 い つ つ 顕在化 して きて い る こ とを示唆 して い た 。 そ して その

後の 林 （2002）で は，大都 市出身者と 地方出 身者の 高等教育進学格差 と地位達成 に

つ い て検討が な され，地方か らの 移動 コ ス トの大 きさが改め て 示 されて い た 。

　 それ らに 対 し本論文で は 本人 の 移動 で はな く親 の 地域移動 に 焦点 を当て，子 ど も

の 学歴取得へ の ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン 形成 に 寄 与する 親の 教育意識 と教育行動に，そ れ

が い か に 関わ る の か を明 らか にす る 。 親世代の 地域 移動 を主 題 とす る こ との 意義は ，

そ れが 子 世代で の 地位 達成の 地域 間格差 を増大 させ る 可能性 を孕 む点に ある 。

　家族集団の 中に 高等教育修了者 また は 在学者が存 在する こ とが 大学進学へ の 主観

活水女子大学
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的 な期待 を よ り強 く助 長 す る との P．ブ ル デ ュ
ー

（Bourdieu 訳書　1997．p ．46）ら

に よる 指摘 を参考 に すれ ば，上昇 を伴 う親の 地域移動 も同様に ， 子ど もの 移動 を促

す こ とが 予測 され る 。 そ うした親の 移動経験が
．’
r一ど もの 進路選 択に 与 える影響 を，

こ こ で は ［親の 移 動 効果 ］ と名づ け よ うと思 う。 本論で は進学 に 伴 う地域 移 動 が可

能性 と して 視野 に 入 っ て い るこ との 持つ 意味の 大きさ，逆 に 地域移動 を しな くて も

地位達成が 可 能 な場 に居住 して い る こ とへ の 利点意識 に つ い て 明 らか に して い く。

　階層の 世代間再生 産は ，昨今の格差 をめ ぐる議論の 中で改め て主題化 され て い る 。

と くに 危惧 されて い る の は，子 ど も時代 を恵 まれ ない 環境の 中で 過 ごす こ とに よる

貧困 の 再生 産で あ る （阿部　2007）。 そ して 低学歴 層 ほ ど経 済状況の 悪化 の 中で 雇

用 を失 い や す く，貧困に 陥 る危 険性 が高 い 。 吉川 （2DO9）の 研究で は社 会の 分断線

が 学歴 に お い て 存在 しそ れが 再 生産 され る こ とが明 らか に され，苅谷 （2001）の 研

究で は母親学歴 と学習意欲の 結び つ きが 指摘 され て い る 。 ただ し こ うした研究結果

が 公 表 され る こ とに よ っ て 人々 ， とくに高学歴層の 不安感が煽 られ ，教 育加熱ひ い

て は格差 を一
層推 し進めか ね ない 皮 肉な側 面 も持 つ こ とは否め ない 「

　本田 （2008）は，母親 の 教育意識 の 差 が 階層格差 を再生 産する様相，お よ びその

裏で 子 ど もの 教 育 に 力を注 ぐ母 親 の 姿 を描 写 して い る 。 子育 て が 「家族 の 問題 」で

あ り 「個人的な こ と」 とされ る 日本社会に あ っ て は，親が子 どもの 教 育に 対 して い

か に 高い 関心を払 い うる かが ，その 後の 子 ど もの 人生 を大 き く左右する ，少な くと

もそ うで あ る と信 じられ て い る 。 と くに現代 の 円本杜会で は 子 育て 責任は ，母親 に

偏 りが ちで ある 。 母親 た ちに とっ て み れ ば 自身の 日々 の 子 育て 実践 が ，子 ど もの 将

来 に 関わ る こ とを意識せ ざる を得ない 状況に 追い 込 まれ て い る 。子 どもの 方 も成 長

に 従 い 次第に 学校や塾 の 教 師の 意見 を重視する局面が増 えは す る だ ろ うが ，進路選

択 に お い て 母親の 意向 を無視 しきれ な い だ ろ う。

　 移動 とい う主 題に 沿 っ て い えば ，大都市で 教育加熱 を経験 して きた 母親が 地方に

移動 した場合， はた して 移動先 にあ わせ た教育行動 を とる だ ろ うか 。 む しろ 大都市

で の 意識を引 きず るの で は な い だ ろ うか D
一

方，地 方 に生 まれ 育 っ た母 親が大都市

に移動 し早期教育の 実態 を 冖の 当た りに すれ ば，焦 りを感 じるの で は ない だ ろ うか 。

その ように 地域 移動を経験 した母 親 と しな い 母親 とで は t 全 く別 の 対処 をチ育て 時

に もた らす こ とに なる の で は な い か と考 え られる 。 本論で は単純な地域格差 を論ず

るの で は な く，階層 と地方要 因が絡ん だ移動 と い う契機が ， と くに 母親の 移動経験

を通 じて 子 育て に対 して 何 ら かの 作用 を して い る こ と を示 して い きた い と思 う。

　 その 際 に 目配 りを して お きた い こ とが ある 。 そ れ は母親の 移 動効果 が子 ど もの ジ
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エ ン ダー と， どの よ うに 関わ っ て 働 くの か とい うこ とで ある 。 日下 田 （2006）は，

女子の ほ うが 男壬 よ りも進学制約要 因に対 して敏感で あ り，それ が 「地域 に 残る 女

子，地域 を出て 行 く男子」 とい う構図 を維持 させ て い る とす る。 しか し自らが地域

移動 を経験 した 母 親は，そ うした制約要 因に抗 して 女子の 進学 に 関 して も地域移動

を考慮に入 れ やす い こ とが 予測 され る、それが ，地域移動 を経験 して い ない 母 親 と

の 教育 をめ ぐる意識 ・
行動 にお け る違 い を助 長 させ ，ジ ェ ン ダー構造の 地域差 を際

立 たせ る結果 を生 む こ と を指摘 した い と考 えて い る 。

2 ． デ ー タ の概要

2．1． 調 査デー
タにつ い て

　分析 に用 い る デ ータ は 、2002年に 新潟市，東京 都 区部．福 岡市．長崎市 で 行 っ た

保育 園 ・幼稚園の 4 歳 児 ク ラ ス ，小学 2 年生お よ び 5 年生 ，そ して 中学 2 年生 を持

つ 親 を対象に行 っ た量的調査 （配布総数4497，有効回答数 1850，同収率41．1％） と

（石川他 　2002），その 調査 における 対象者で 2006年 に再び応 じて くれ た29名 （うち

父親 4 名を含む）へ の イ ン タ ビ ュ
ー
調 査の 結果で ある （石川他 2008）。

　量 的調査 は．保育所
・
幼稚園に つ い て は施設

一
覧か ら標 本抽出 した 園に 依頼 し，

小学校 ・中学校 に つ い て は 教育委員会 の 紹介 を受 けた 地域 と， ラ ン ダ ム に 抽出 した

学校 に 直接 に 依頼 した地域 とが ある 。 回収数の 内訳は保育園403票，幼稚園421票，

小学 2 年376票，小学 5 年323票，中学 2 年327票で あ り，回収状 況に 地域的な偏 り

は ほ とん どなか っ た 。 た だ し東京都 区部で は中学校 へ の 配布が か なわ なか っ た 。 し

たが っ て今 回は
，

小 学校 5 年生 以 ドの み を分析対象と し， また母親の 移動 とい う主

題に あわせ ，母親票合計 1414票 （母親票は全 回答の 92．6％ ）に つ い て 取 り扱 うもの

とする 。

　イ ン タ ビ ュ
ー

回答者 の 年齢 は女性が 35〜51歳，男性41〜72歳， 子 ど もの 年齢 は 1

〜24歳，新潟 10件，東京 6 件，福 岡 7 件，長崎 6 件で ある 。 こ の うち量 的調 査で 扱

うこ とに なる小学校 5 年生 以 下 の 子 ど もの い る ケ
ー

ス と合致す る の は 20件で あ っ た 。

2．2． 地域 に よ る移動 の あ り方

　 まず，地域移動の 状況 を概観 して お こ うe、 量 的調査で の 質問項 目の うち15歳時居

住地 を出身地 と設定 し，そ こ か ら現在の 居住地 へ の 母親 自身の 移動率 を計算 した 。

表 ］に は その 結果 と，比較の 意味で 文部科学省の 平成 18年度学校基本調 査 よ り抜粋

した 大学進学 に伴 う移動率 を示 した
（t）

。
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表 1　地域 移動率 （％）

本調査 デ
ータ 新 潟 東 京 福 岡 長 崎

15歳居住地か ら 移動率 19335 ．939 ．8131

移 動 元 内訳 首都 圏 30，0 一 11077

北 陸 3 県 5、1i23002 ．6

京阪 神
・愛 知 10．318 ，111 ．87 ，7

九州 7 県 6418 ，160 ，6538

学校基本調杳 新潟 東京 福岡 長崎

大学 進学 先 他 県移 動 率 65439 、137 ．4667

進学先内訳 首 都圏 44295 〔19 ．7121

北陸 3 県 35．70 ．20 ．20 ，2

京阪神
・
愛知 45106 ．55 、9

九州 7県 030275 、0 ω 3

　我 々 の 調査で 移動率が高 い の は 東京お よび福 岡で あ り，その 割合は東京35，9％ ，

福岡は39．8％ とな っ て い る 。 た だそ の 中身は 異な り，東京 に は各地か ら くまな く流

入が見 られ る の に 対 し，福岡の 場合 はその 6 割が 九州圏内か らの 移動で あ る 。同 じ

九 州 に在する 長崎の 移動率は 13．1％ に過 ぎな い が ，や は りそ の 半数以 上 は 九 州 出 身

者で あ り，九州内部で 入口が 還 流 して い る傾 向が 観察 され る 。 また移動率が 2 割弱

の 新潟 へ の 流入は， 4 割 を占める 関東 を筆頭 に 東 日本か らの もの に偏 っ て い る 。

　今回 は 回答の うち母親票に 焦点 を絞 り分析 を行 っ た わ けだが，女性の 地域移動 の

特徴 とは ，本 人の 進学 ・就職 だけ で な く，夫の 転勤に 伴 う移動が
一

定の 割合 を 占め

る 点 に あ る （三 隅，1999）。地域 間の 大学設置数 に は か な りの 違 い が 見 られ る こ と

か ら， 15歳時の居住地 が 大都市で あ っ て 現 在地方都市 に在住する 理 由は．そ の 多 く

は 本 人の 大学進学や 就職 の結 果に よる もの で は な く，父 親 また は夫の 転勤に 伴 うも

の と考え る こ とが で きる。

　　
一
方，学校基本調査の 結果か らは逆 に ，大学進学に 際 して は新潟

・
長崎か ら他地

域 へ の移動率が高 く，そ れ と比較する と東京
・
福 岡は 低 い こ とが 示 され る 。 こ れ は

大都市部に 進学先が 集中 して い る こ とに よる もの で ある 。 こ こ か ら予測 され るの は，

高学歴 を取得 した 地方か ら の 流入層 もそ の まま大都市部 に定住 をは か り，学歴 再生

産 を繰 り返す こ とで ，大都市 と地方都市 との 学歴 格差が 広が っ て い くこ とで ある 。

　た だ，大都市か ら地方 へ 移動 して きた 人々 が そ うした格差 を甘 受す る と は 思 え な

い
。 次の 表 2 は 人口 流入地 で ある東京

・
福岡を大都市，流 出 地 で あ る新潟 ・長崎 を

地 方都市 に分類，移動元 と して 15歳時に 居住地 が 首都圏
・
京阪神

・愛知 ・福岡で あ
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表 2　地域移動 と家族 の 社会経済 的地位 （％ ）

現居住地 大 都 市 〔N薈709） 地 方都 市 （N ＝701〕

　　　　　　　　 （15歳時居 住地
移 動 元地 域
　　　　　　　 また は 進学 地域 ）

大 都 市圏

〔N ＝502｝
地 方

（N ＝207）

大都市圏

（N ＝58）
地方

（N ＝643）

父 学歴 （N ＝1M7 ） 大卒 以 上 59、2 65．9 78．7 46．o

母 学 歴 （N＝139D 短大 ・大 卒 以 L 65．4 73．6 72．4 53、8

母 親学 歴 期待

四 年制大学 以 」．

男子 （N ・712〕 76．9 70．8 87．5 72，2

女 子 （N ≡680） 51．2 55．0 62．5 44．0

父職 業

（N・1095）
專 門 ・技 術 28．7 29．9 32．0 31．3

管 理 22、2 30．5 28．0 15．6

事務 15．5 13．6 10．0 15．2

販 売
・サ ービ ス 192 18．6 28、0 20．6

労務 14．5 7．3 2、0 17．3

母 就 業

〔N ＝1214）
常勤 15．2 16、9 13．5 25．0

パ ート 26．3 27．0 26．9 32、9

自営 8．6 6 ．9 5．8 6、3

無職 49，9 49，2 53、8 35．8

400万円未満 ⊥7、8 14．9 3、7 23．0世帯収入

（N ＝12・12） 700万 円以 上 36，1 47．3 40．7 26．6

っ た もの を大都市圏． それ以外 を地 方定住者 と設定 し，そ れぞ れ の 社会経済的地位

を示 した もの であ る （地 方か らの 進 学 U ター ン は地 方都市在 住，移 動元 大 都市圏

に算入）。

　 こ の 表 2 で は地方都市 か ら大都市 圏，大都 市圏か ら地方都市い ずれ の 方向で あっ

て も，移動者が ともに高 い 社会IS皆層 に 位置す る こ とが見て 取 れ る 。 また子 ど もの 移

動 に つ い て の 意識は ， r一に 望む大学の 所在地 に つ い て 親の 移 動経験 との 間 に 親高学

歴層の み で 関連が 見 られ ，「地元 の 大学」を望む割合 は 大都市非移 動層56．5％ ，地

方か ら大都市移動層46．9％ ，大都市圏 か ら地方移動 層22．2％，地 方 非移動 層38．1％

で あ っ た c

　 こ れ らの 結果か ら，移動者は世代間で の 階層維持の た め に移動の 有無も視野 に 入

れ た，何 らか の 策 を と っ て い る こ とが 予 測 され る 。 次章 で は まず地 方都市か ら大都

市へ 移動 した 場合の 特徴 を把握 し，続 い て 大都市か ら地 方へ とい う逆方向の 移動 の

場合の 検討 を行 う。
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表 3　 四年制大学 へ の 学歴 期待 を従属変数 としたロ ジス テ ィ ッ ク回帰

　 　 　 　 　 　 　 　 〔四 年制大学進学以 上 を期待 ＝1 ，短 大 ・専 門学 校 以 トを 期 待 ＝0 ）

大都 市 （N ＝48811　 　 地 方都 ，b　 clN−434）

B B

子 ど もの 性 別 ダ ミ
ー （男 子 ＝ 1，女子 ＝0 ）

母 親 学 歴 ダ ミ
ー 〔短大卒以 上

一1，未満一Q）

父親職 業 ダ ミ
ー （ブ ル ー＝1．ホ ワ イ ト

ー0）

収入 ダ ミ
ー （600万 以 L＝1，600円 未 満 ＝0 ）

大都市 へ の 移 動 （移 動あ り＝1，移 動 な し＝0）

大都 市 か らの 移 動 〔移 動 あ り＝1，移 動 な し一〇）

1233 　
韓゚

887　韓拿

601　’

1288　
脚’

− 731　榊

1031 　
’帥

891　寧’幽

一7  7　
榊

、753　
”

1．798　 ＋

Cox −Snen　R2 乗 ，172 218

＋ p ＜ 01 ，　＊ p く 005 ，　＊ ＊ p く 001，帥’
p ＜D．DOl

3 ． 地 域 移動 の 有無 に よ る子 どもへ の 教育意識 ・教育行 動の 違 い

3，1． 地方都市か ら大都市へ の 移動

　表 3 は，四年制大学へ の 進学期待の 有無 を従属変数 と した ロ ジス テ ィ ッ ク 回帰分

析 の 結 果 を示 した もの で あ る 。 大都市 圏 で B の 値が 最 も高い の は収 入 で ある 。 そ

して く大都市 へ の 移 動〉に つ い て B の 値 は マ イ ナ ス で あ り，移 動 して い ない 場 合

に学歴期 待が 高い 。 大都市圏 か ら地方都市 へ の 移 動は 反対 に，学歴期 待に プ ラス の

値が示 されて い る 。 B が 高 い に もかか わ らず有意確率が 低 い 原因 と して ，サ ン プ ル

数の 少 な さが 影響 して い る と考え られ る 。

　 〈大都市 へ の 移動〉層に つ い て 実 際の 教育行 動 を検討 して み る と，塾 な ど学校外

教 育機関 を利 用 して い る割合が72．3％ と，非移動層の 57．3％ よ り15ポ イ ン ト高か っ

た 。 この よ うな学校外教 育機 関利用 の 背景 として は経済的余裕以外 に も，母親が 移

動者で あ る こ ともあ げ られる だろ う 。 自身の 経験 を頼 りにで きな い とい う思 い や，

地 縁 関係の 薄 さに よる情報源 の 少な さか ら，子 どもの 教育に 対す る不 安感が 煽 ら れ

て い る可 能性が 考え られ るか らで ある 。 夫婦問で r一ど もの 教育や進学先 に つ い て よ

く話 をす る割 合が 高い の も，母 親が高学歴 で 大都市に 移動 して きた場合の 特徴で あ

り，子 ど もの 教育へ の 関心 の 高 さが伺 わ れた 。

　 た だ し 〈大 都 市へ の 移動 〉 を果 た して きた親 た ち に子 ど もを再 び地方 へ と還流 さ

せ よ うとする気持 ちが強 い わ けで は な く，母 親 の 移動効果 は子 どもの 移動 を促す方

向 に働 くとは い え な い 。 む しろ地 方か ら東京 に出て きた場合 に は ，東京 に お け る大

学選択肢の 多さ も手伝 っ て ，逆 に東京か ら離 れ ない 選択 を子 ど もに 期待す る 次の よ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r21／
うな発言例が み ら れ た 。
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　　T2 ．私，実家，九 州 なん で す よ 。 東京 に 大学 か ら 出て きた ん で す ね e 出て

　　　　きて，や っ ぱ りこ う，親 と離 れて 暮 らす期間が 多か っ た の で ，逆 に 自分は

　　　　子 ど もと離れ た くない な っ て 思 っ た んで す よ。

…… （中略）
……や っ ぱ り

　　 　　大 人に なっ てみ て．親 と離れる っ て い うの は，両方に と っ て み て メ リ ッ ト

　　 　　もある ん で す けれ ど 。 あ，近 くに 親が い る の っ て い い な
一

っ て 思 っ たの で 。

　　 　　自分 が 出とい て ．子 ど もに は そば に い て ね ， っ て い うの は あれ なん で すけ

　　 　　ど。

……　 （略）……

　　 1 ： お子 さんは ，例 えば．大学 とかで ．他の ，地方の 大学 とか に行 くよ りは，

　　　　東京で 選 んで ほ しい 。

　　T2 ： そ うで す ね 一
。 地 方 に い れ ばい ろ い ろ選 ぶ ん だ っ た ら，東 京に 行 っ た

　　　　ほ うが い ろ い ろ選 べ る よ． っ て い うこ と に は な るけ ど． こ こ に い る の で 。

　　　　選択肢 はた くさん あ ります よね 。 あ る と思 うん で すよ 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40歳，大 卒，長男 小 4，次男 小 2 ）

　〈大 都布 へ の 移動〉を した 母親 は．大都市 に暮 らす こ とで 選択 肢が 広が る 利点 を

感 じて い る 。 そ うした大都市に暮 らす こ との メ リ ッ トの ひ とつ は ，文化資本的な も

の へ の 接近 可能性に 現れ る 。 例 えば 子ども を美術 館 や コ ン サ
ー

トに連れて 行 くの は

〈大都市 へ の 移動〉高学歴層の 特徴で あ り，「よ くある」「と きど きある 」 と答え る

割合の 48．7％ は ，非移動高学歴 層の 41，2％ よ り有意 に 高い 。

　 と こ ろ が学 歴 の 低 い 〈大都市 へ の 移動〉層で は同 じように 移動 を経験 しなが ら．

それ が子 ど もの 教育 に際 して の 影響 を明確 に は示 さな い 。 美術館や コ ン サ
ー

トに連

れて い く割合 も 「全 くない 」が 84．9％ を占め T 非移動 低学歴 層 の 67．3％ に比 べ て も

低い 。

　 もと もと美術館や コ ン サ
ー

トの よ うな文化資本的な行動に は ，学歴階層 との 関連

が指摘 され て い るが t 移 動 効 果もまた，学 歴 に 伴 っ て 働い て い る 可 能性が 指摘で き

る 。 次節で は そ の 点 に注意 を払 い なが ら，逆 方向か らの 移動 に つ い て 論 を進め て い

く。

3．2． 大都 市 か ら地方 へ の 移動

　大都市 に比 べ る と地方都 市の 教育期待 ・教育行動は 全般的に緩や かな傾向に ある 。

実際の 教育行動 に関 して ，教育費 を 5 千円ご とに カテ ゴ リー分け した平均値 を大都

市 と 地 方都市 とで 比較す る と， 3．81対3．03と大 都市 の ほ うが 高か っ た 。 表 2か らは

地方都 市 にお い て 移動層 と非移動層 との 間に年収に 差が あ るの は 明 らか で あ っ たが ，
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教育費に 関 して は移動層3．29と非移動層3．01と い う平均値の 間に 有意 差 はな い 。

　全般 に地方都 市にお け る教育費が低 い 理 由 と して は，進 学 を視 野 に 入 れた教育 行

動 が とられ始 め るの が大都 rfiよ り遅 い こ とが あ げ られ る 。 中学受験 を した， また は

考えて い る割合は 大都市24．5％ に 対 し地方都市は 8．8％ に と ど まる 。 それ に 伴い 小

学校 5年生で 進学塾 に 通 う割合 も，大都市で は 男子32．3％，女子 20，3％ に上 るの に

対 し，地 方都 市で は 12．0％ と6．9％ に とど まる
［31

， また 高校 に つ い て 望 む 進学先 と

して 「私立大付属」 と答え る割 合は ，大都市の 32．5％ に対 し，地方都市 は 10，3％ し

か な い 。 そ の 理 由 に は地方都市で は 公立伝統校が 優位性 を保 っ て い る こ とが あげ ら

れ る 。 例 えば 次の 会話で は 「五 校」の 持つ 意味づ けの 重 さに つ い て 語 られて い る が、

こ の 「五 校」とは 当時，長崎地域で 総合選抜制 を行 っ て い た県立進学 高校群の こ と

で ある 。

　　NA 　3 ：あの 子の 進学 の こ と を真剣 に して な か っ たで す ね。担任 の先生 か ら，

　　　　「五 校 は 無理 で す」 っ て 。 で ，公 立 だ っ た ら，「M 高校 とか ， ど うで す か」

　 　　　っ て 言 わ れ て ，「も うどこ で も い い で す」 っ て い う感 じで 。 す ご い 本人 は

　　　　ど うす るの っ て 言 っ た ら本 人が ，「僕 は どこ で もい い 」 っ て 。 「M で い い

　　　　か 」 とか っ て い う感 じで 。 で ，「五 校は もう無理 だ か ら」 っ て 言 わ れ た ら，

　　　　「もう， じゃ ，そ こ で い い で す 」 とか っ て 言 っ た と きに，「だ め 」 っ て 言え

　 　　　ば よか っ た んで す け どね，や っ ぱ大 きな 目標 に 向か っ て ，や っ ぱ りさせ る

　 　　　べ きだ っ た な っ て 。

　　　　　　　　　　　　　　　 （51歳 ，高卒．長女 22歳，長男21歳．次男 19歳）

　 しか した とえ同 じ公立校 と い う進学先 を 目指す こ とに なる と して も，塾
・公 文

・

家庭教師 とい っ た学習系の 習い 事に 関 して は， 〈大都市か らの 移動〉層 と非移動層

との 間に 大 きな差が 見られ る 。 母 親が 高学 歴 の 〈大都 市 か らの移 動〉層 で は ， 8 割

が何 らか の 学校外教育 を受 け させ て い る 。 こ れ は前節 の大 都市の 場合 と比べ て も高

率で あ る 。 そ れ に対 し，非移動層 は 5 割以上 が何 も して い な い と回答 して い る ．
： な

ぜ 〈大都市か ら の 移動〉 をした高学歴 の 母 親た ち は，早期 か ら子 ど もの 教育に 力 を

振 り向け る の だ ろ うか 。

　背景の ひ と つ と して ， 〈大都 市か らの 移動〉 を した 母親の 就労率が非移 動 層 よ り

も低い こ とが あげられ る ， と くに母親が 高学歴 の 場A に はそ の52．4％が 専業主婦 で

あ り，非移 動高学歴層 の 36、7％ と比 較す る と有意 な差が ある 。 勤務 して い ない 理由

と して は 移動に よ る離職や ，次の 移動 を予測 し就職に踏み きれな い こ と，経済的必

然性 も低 い こ とな どが 考 え られ る だろ うが ，そ うした理 由の 如何 に 関わ らず，子育
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て に お い て の 専業主婦 と い う地位が ，「子 ど もに 囗が行か ざる を得 ない 」状況 を顕

現 させ る （本 田 2008）。 次の 例 は生 まれ育 っ た長崎で 結婚後 も生 活する一 人の イ

ン フ ォ
ー

マ ン トの 目か らみ た，学歴 高階層 お よ び転勤族 の 教育過熱 の 様子で ある 。

　 　 1 ：教育熱心 。

　　NA 　5 ： 熱心，熱心 で す よね 。 だ か らと くに A 中 は， もの す ご い 熱心 で す よ

　　　　ね 。 お 医者 さん の 子 ど もさん ，多い ん で す よ 。 NA 大医学部が ある し，大

　　　　学の 先生の 子 どもが 多 い か ら。す ご い ，や っ ぱ り，教育熱心で すね 。あ と

　　　　よそ か ら来 た 人 と，社宅自体 も日銀の 社 宅で あ っ た りとか 。 銀行関係 の社

　　　　宅が 多い か ら，結構 。

　 　 1 ：転勤族 も
……

。

　　NA 　5 ：転勤族 も多い し，あ とこ の ご ろ外国 人 も来 て 入 れて る みた い で 。 外国

　　　　人の 子 も多い し。 大学 とか に 行 くじ ゃ な い で す か．医学 部 とか に 。 そ うい

　　　　う人の 子 ど もさん もい ら っ し ゃ る し。 さ っ きい っ た よ うに 不動産屋 さん が ，

　　　　「教 育す る ん だ っ た ら Y 小が い い よ」 っ て ，お っ しゃ っ て る か ら、 もうす

　 　 　 　 ご い で す よ 。

　　 1 ： は あ
一

。 大変だっ た ん で すね。先生 た ちね 。

　　NA 　5 ：大 変 。 大変 ． だか ら，ああ い うお 母様が たが ． そ れで や っ ぱ り， よそ

　　　　の 学校 に比 べ て 働 い て い る率 っ て い っ た ら，多分 もの す ご い 低 い と思 うん

　　　　で す よ 。 わ た しみ た い に ，働 い て な い お母 さん が ，や っ ぱ り多 い と思 うん

　　　　で す よね。だ か ら，す ご い 教 育熱心 で す よね 。

　　 1 ： そ の分．子 ど もに 全部 日が い っ て る っ て い う Ln

　　NA 　5 ： うん ．だ と思 い ます 。 で ， い っ た ん 今度 こ っ ち に 行 くと，九十何 人，

　　　　娘 の と き も卒業 した ん で す よ。 で も X 中， もの す ご い 今， うわ さが 　と

　　　　に か く評判悪 い ん で す よね 。 確か に， 同 じ人が行 っ て る はず なの に っ て 。

　　　　九 十何 人卒業 して ，六 十何 人 しか行 か な い ん で す よ X 中に 。あ とは付 属

　　　　だ ，H だ．　S だ 。 あ とは もう． も ちろ ん転勤族だ か ら もう戻 る 。 あ と、 も

　　　　っ とい い ， ラ サー ル だ 何だ っ て 行 くか ら。 だか ら もうど うして もよそ に ，

　　　　X 中に 人れ た くない とか っ て 言 っ た ら，Jだ 。 もう近 い じゃ な い で す か 。

　　　　J も近 い し，N も近 い か ら，　J，　 N ，　 C とか行 くか ら 。 もう30人 ぐらい ，が

　　　　っ て 減 っ て
t4］

。

　　　　　　　　　　　　　　 （45歳 ，短 大卒，長男高 3，長女高 1，次女 中 1）

　 ちなみ に こ の イ ン フ ォ
ー

マ ン ト自身の 子 ど もた ちは 全員公立に通い ，上の 2 人は
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先の 「五 校」 に進学 して い る。公立 高校が私 立 高校 よ り権威 を保 っ て い る地方に お

い て ，上 記 イ ン タ ビ ュ
ー

で 語 られ た ように ，地元 中学校 の 評判が悪 い とい う理 由で

中高
一

貫校 の 受験 を考慮す る こ とその もの が ，〈大都市か らの 移 動〉高学歴 層の 特

徴 を示 して い る 。 量的調 査にお い て も地方に お い て 中学受験 を考えて い る割合は．

移動層15．8％ に対 し非 移 動 層 8．2％ と，移 動の 有 無に よ る 差が あ る 。 た だ し母親が

福岡 出身で あ る次 の 長崎の 事例で は ，公教育に対す る不信 感か ら塾 に 通わせ ，結果

的 に受験 を させ た だけ だ との 経緯が 語 られ た 。

　　 1 ：受験 をす る の は ？

　　Na　2 ： 上 ， もう したん で すけ ど落 ちた んで ．公 立 に行 っ て ます 。

　　 1 ： あ，そ うで すか 。 じゃ ドの お子 さん もい ずれ ……
。

　　Na　21 そ うで す ね 。

　　 1 ： っ て い うか ， もう 5 年生 で すか ら，今
一一

番受験 が ……
。

　　Na 　 2 ： は い っ て い うか ，受験 をキ に して 行 っ た わけ で は な く℃ ， ち ょ っ と学

　　　　校の 教科書 が あ ま りに も絵 本だ っ た ん で 。 ち ょ っ と不安か なっ て い うの で 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（44歳，大卒，長男中 1 ，次男小 5 ）

　こ う した 公教 育不信の 意識 は，大都市部で 聞か れ た次の よ うな例 と似 通 っ て い る 。

　　Tl ： 私 た ちの ときは， こ うT 国語 ， 1年生か ら，国語，算数 理 科，社会，

　　　　音楽．図工 っ て ぜ ん ぶ あ っ て，で ，それ な りの 宿題 もあ っ た ん で す け ど 。

　　　　もう、理 科 も社 会 もな い し．で ，そ の 教科書の 一
冊がす ご く薄 くっ て ， カ

　　　　ラ ーで ，非常 に 勉強量 が少 ない
。 こ れで 大丈 夫　 ？っ て い うの が

一
番あ り

　　　　ま した ね 。 で ，学校楽 しい の が
…

番なの は もち ろ ん な ん で すけ ど 。 なんだ

　　　　ろ う塾 とか に何 も行か な くて も，中学，高校，ま，例 えば中学 ，高校 は受

　　　 験が あ る と した ら，その 受験 を きちん と乗 り越 えて くれ る よ うな教育を し

　 　 　 　て ほ しい 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（45歳，高卒，長女小 4 ，長男 3歳）

　また 大都市 部で は ，公立 中学が 自由学区 とな り選択 肢が 多くな る こ とが， なお さ

ら 私立受験 を選 択肢 と して 子 ど も自身に も受容 させ る素地 を作 っ て い る面 もみ られ

た 。

　　1 ： 私立 を受験 させ よ うと思 っ たの は や っ ぱ りさ っ き言 っ た，公立だ とち ょ っ

　　 　　と不安だ か ら ？

　　T6 ： ち ょ っ と合 わ な い か ら 。

　　 1 ： お子 さん はそ れ に 対 して 何 も ？
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　　T6 ： い や ．や っ ぱ り友達 と同 じ学校 に は行 きた か っ た っ て い うの は あ っ た

　　　 み た い な んで す け ど．
一

応 そ の 10人 ，ク ラ ブ に い た ん で す ね，同級 生が 。

　　　　もう 1人受験の 子が い た の で ，その 子は もうお 兄 ちゃ ん が受験 され た方だ

　　　　っ た 。 2番 目の お子 さん だ っ た ん で ， もうそ の r一は 割 り切 っ て る感 じで 。

　　　　そ れ で ． 中学 は もうどこ で もい い っ て い う こ と に ， ヒの 子の ときに ち ょ う

　　　　どな っ て 。一応希望 は 出すん で すけ ど， うちは
一

応 学区 だ とみ ん な と違 う

　　　 学校 に な っ て た ん で す よ 。 普通 に そ れ は出 しち ゃ っ た ん で ， まあ，私立 に

　　　　行 くつ もりだ しと思 っ た 、 本人それ を知 っ て ，そ れ は全然本人気が つ か な

　　　　か っ た らしい ん で す よ。知 っ て ，受か ら ない と 1 人 だ っ て わか っ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（43歳，短大卒，長男 中 2，次男小 4 ）

　さて ，教育熱心 な く大都市 か らの 移動〉高学歴層に 対 し、〈大都市 か らの 移動〉

低学歴 層 は親か ら子 どもに 本 を読 む よ うに さほ ど勧め な い と い う点 で 顕 著な特徴 を

示す 。 「勧め る」 は大都市 出身高学歴 層83，3％ に対 し低学歴 で は25．0％ に と どまる u

こ れ は非移 動低学 歴層の 60．7％ よ り も低 い
。 こ こ か ら前項の 終 わ りで 述べ た よ うに

や は り移動効果は学歴 と結び つ い て 働 くと考え られ る 。

　で は子 ど もの 地域移動その もの に 対する影響 は ど うだろ うか 。 まず，非移動層の

特徴 は ，子 ど もの 移動 に つ い て もあ まり積極的で は ない こ とに あ らわれ る 。

　　 1 ：新潟か ら出 られ る っ て こ とは考えて ら っ し ゃ る んで す か 。

　　NI　4 ：本 人 は考 えて な い と思 うん で す 。 わた しも出て な い し。 卞 人 も出て な

　 　　　い の で
……

。 あん まり。

　　 1 ： で も． もし出た い っ て 言っ た ら．それ は 出 させ る気 はお あ りで すか 。 や っ

　 　　　ぱ りや め な さい っ て い う感 じで 。

　　NI　4 ： 手元 にお い と きた い で すね 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （35歳，短大卒，長 男 中 1，長女 2 歳）

　と ころ が く大都 市か らの 移動〉を経験 した親は子 ど もを 自分の 出 身地 に 囚わ れ ず，

「ど こ に 行 っ て もか まわ な い 」「海外で もか まわ な い 」 とい う形で ，子 どもの 地域移

動そ の もの に 対 し積極的 となる 傾向が うかが わ れた 。

　　 1 ： う一ん 。 あの ， ご 自身大学 に 行 か れ て ます よね 。

　 　 Ni　 2 ： は い
。

　　 1 ； お子 さん に も大学 に 行っ て ほ しい とか ，そ うい うの はあ るん で すか ね 。

　　Ni　2 ： そ うで すね ，そ うい う気持 ちは あ ります 。 は い
。

た だ，地元の 大 学で

　　　　は な くて
……

。 ま．要は ，逆 に
一

人暮ら しをさせ た い とい う考えなん で す
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　 　 　 よ 。

　　1 ： ああ，そ うで すか ，え え 。 じ ゃ ，新潟 を出て ， ど っ か外 に行 っ て
……

。

　 Ni　2 ： そ うで すね，え え，ち ょ っ と都会で
一 人 暮 ら し， 4 年 ぐら い して くる

　　　 の もい い か な と。 わた し ら の 世代が た また まそ うい うこ とが で きたか らで

　　　　しょ うけれ ど もね 。 もち ろ ん， もし，何 か 海外 へ 行 くチ ャ ン ス があれ ば

　　 　　　 t，。 や りた い と思 い ますけ ど 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（41歳，大卒，長男小 4，次男小 1 ）

　Ni　2 は 県 内の 地 方都 市出身で ，高校 進 学 に際 し新潟市 に t さ らに 大学入学 の た

め に上 京，そ の 後結婚 して 新潟市内 に居 を構 える とい う移動経路 を辿 っ て い る 。 同

様 に長崎出 身で大学生活 と子 ど もの 幼少期を東京で 過 ご し，現 在福 岡に 暮 らす とい

う複数の 移動 を経験 した F4 も次の よ うに 述べ る 。

　　F4 ： わた し自身が もう東京 に住 ん で た の で ，本人が 希望す れ ば どこ で もか ま

　　 　　わ ない で す 。

　　 1 ： それ は，上 の お 子さん も下 の お子 さん もっ て い うか 。

　 　 F4 ： あ ，そ うで す ね，は い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （44歳，大卒，長女 中 3，長男 小 4 ）

　こ の 例 か らは さ らに子 ど もの性 別 を問 わず移動 を許容 して い るこ とが 読み 取れ る

が ，実 は 母親の 移動効果は と くに 女子 に対 して 大 きく働 く。 次 節で はその こ とを中

心 に取 り ヒげた い と思 う。

4 ， 子 どもの 将来 選択の ジ ェ ンダー 差

　四年制大学へ の学歴 期待 は ，男子に つ い て は大都 市75，0％ ，地方都市73，5％ とほ

とん ど変わ らな い もの の ．女子 に つ い て は大都市52，6％ に 対 し地 方都市45．4％ と有

意 差 が み られた 。
つ ま り男子 に つ い て は全国的 に 四 年制大学志 向が 定着 して い るが ，

地 方都市 に お い て は まだ まだ性差が 大 きい とい え る 。

　その 結果，地方都市にお い て移動層 と非移動層の 間で ，学歴期待 を含め た教 育行

動 に大 きな違い が 現れ る の は， と くに 女壬に対 して となる 。 女 子 に 対す る四 年制大

学以上 の学歴期待 は62．5％対44．0％ と，移動層の 期待は大都市平均 よ りも高い 。 ち

なみ に 地方都市の 移動層 と非移動層の 間では 男子 も87．5％ と72．2％ と差が 見 られ る

もの の ，母親学歴 を統制する と有意な差で は な くなる点が 女予 とは異 な る 。

　表面的に は ジ ェ ン ダー意識に つ い て 子 ど もの 性別 に よる差 も地 域差 も顕在化 して

お らず， イ ン タ ビ ュ
ー

で も子 ど もの 性 別 に よ っ て 育 て 方を意識 的に変えて い る とい
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う話 は出て こ なか っ た 。 しか し，移動 と い う問題 を絡めて み て い くと T そこ に は違

い が見 えて くる 。

　新潟で は複数の ケ
ー

ス で ，男子 には 移動を許 して も女子は 家か ら出 した くない と

す る考 えが 根強 く見 られ た 。 例 えば以 下 の 事例で は娘が 結婚 した後の 関係性 も考慮

し，側 に お きた い こ とが語 られ て い る 。

　　 1 ：例 えば新潟は 出る とか ，そ うい うこ とっ て い うの は お考えで す か 。 も し出

　　　　たい っ て 言 っ た ら， 出させ よ うっ て 。

　　Ni　 5 ： うん，出 します 。

　 　 1 ．出す っ て 。

　　Ni　 5 ： 出 します っ て い うか ， もう出て っ て 感 じ。

　　 1 ・出て っ て 感 じなん で すか 。

　　Ni　5 ： そ う，何 で も．お 母 さん 何 と か して み た い な……
。 そ こ は ち ょ っ と旅

　　　 　して くれ な い っ て 感 じで 。

　　 1 ： ああ。 じゃ ． む しろ 積極 的に 出て ほ しい っ て い う感 じなんで す か 。 3 人，

　　　　ほか の ．子 もです か 。 下 の お子 さん もそ うなん で す ？女の お 子 さん は c

　　Ni　5 ： うん ， も出 した ほ うい い の か な っ て い うの もあ る し。 ち ょ っ と娘 は置

　　　　い と きた い かな っ て い うの もある し 。

　　 r ： うん ，娘 さん に 関 して は ち ょ っ と微妙 な感 じ。

　　Ni　 5 ；微妙 な感 じ 。

　　 1 ： 男 の 子は 出て い っ て っ て 感 じで すか 。

　　Ni　5 ： そ うそ うそ う。 ち ょ っ と，ち ゃ ん と自力で 生 きて け る …
。 力 つ け て み

　 　 　 　た い な 。

　　 1 ： うん 。 や っ ぱ り女の 子に は そ うい うの は違 うんで す か ね。出て っ て， 自力

　　　　で 力つ け て っ て い うふ うに は あん まり。

　　Ni　 5 ： 結婚 します よね， い ずれ 。 結婚 とか っ て い うの 考 える と……
。 や っ ぱ

　　　　り親元の 近 くに い た ほ うが……
。 お 互 い に便利，な ん て ，利害絡 ん じゃ っ

　　　 　て 。 ち ょ っ と 申 し訳 な い な と思 うん だ け ど。

　　　　　　　　　　　　 （49歳 ，専門学校卒，長男高 3 ，次男高 1 ，長女中 2 ）

　また 次の 長崎の 高学歴非移動層の 例で も，高 3の 男 f一には進学で 県外 に出 るこ と

を当然視 しなが ら、そ れ と同 じ高校 に通 う高 1 とその ドの 中 1 の 女子に つ い て は夫

の 反対 を予測 し，母親 自身 も本人 が希望 した場合 を考 える と逡巡す る次の よ うな発

言 が な され た 。
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　　 1 ： 一番下 の お 子 さん まで ，や っ ぱ り大学 は 外 に 行 か そ うっ て い う感 じで す

　　　 　か ？そ れ と も上の お 兄 ち ゃ ん だけ ？女の 了
・2 人 も ？

　　Na　5 二あ あ， どうな ん で しょ うか ね 。 わ か らな い で す ね 。 その と きに な っ て

　　　　み ない と 。 わた しは ど うか な 。 主人が 出 さな い ん じゃ な い で すか ね 。 女の

　　　　子，怖 い しなあ っ て b 怖 い じゃ ない ，，で も，本 人が 行 きた い っ て 言 っ た な

　　　 　ら 。 まだ…まだ実感が 無 い ん で す よね 。

　　　　　　　　　　　　　　 （45歳．短大卒．長男高 3 ，長女 高 1，次女 中 1 ）

　 しか し同 じ長崎 で あ っ て も親が 東京で の 生 活を経験 して い る こ と に よ っ て ，子 ど

もの性 別に 関 わ らず移 動 を受け 人れ る例 が 見 られ た 。 次の 会話は 長女 を束京．次男

を福 岡に進 学 させ ，長男 を大阪に 就職させ て い る 母親 との もの で ある 。

　　 1 ：あの 東京 に 出すの っ て ，躊躇 なか っ たで す か，、

　　Na 　3 二 なか っ たで す 。 主 人 は 16年，東京 に 住 ん で ました か ら 。 わ た し も 2 年

　　　　間 。 東京に 住ん で た の で ，全 然怖 い とか 。 東京は ……
ri も う，だ っ て ，す

　　　　ご く楽 しか っ たで すか ら 。 もうで きるな ら自分が住み た い ぐら い
。

　　　　　　　　　　　　　　　 （51歳，高卒，長女22歳 ，長男 21歳，次男19歳 ）

　また新潟で も，九州出身で 大学入学の た め に上 京，そ の 後結 婚 して 夫の 実家の あ

る新潟 に居 を構 えて い る 次の Ni　7 は ，性的 な誘 惑 も多 い 時代 に お い て 女子 を持つ

心 配 を口 に しなが ら も，移動 に対 して は女 子に つ い て も寛容で あ っ た t：

　　Ni　7 ： で も，心配 なの は，女の 子 は心 配で す よね 。 や っ ぱ りそ うで す ね 。 今，

　　　　わ た しらが 育 っ た 時代 とは全 く違 い ます よ ね 。 なの で ，何かや っ ぱ り監視

　 　 　 　 して ない と 。

　　　　 （中略） ……

　　 1 ： 女の 子 ．東京へ 1人で や る とか，そ うい うの は も う平気で すか 。

　　Ni　7 ：ああ 。 自分 は， ま， ほん とに放 任だ っ た の で 。

　　　　　　　　　　　　　　　 〔39歳，大 卒，長男中 1 ，長女小 4 ，次男 小 1）

　こ の よ うに大都市で の 生活 を経 験 した上 で 地 方都 市に お い て 生 活す る母 親 は ，女

子の 移 動 に 対 して 受容 的で ある 。 それ とは対照的に，地方都市 か ら大都 市へ の 移動

層 は，前節 で すで に 指摘 した よ うに大都市か ら動 か ない こ と を基本 と考え る 。

　19世 紀か らみ られ る 欧米に おける 都市の 女性化現象に 比 し， 日本は男性過剰 な こ

とが す で に安田 ・
加藤 （1962） に お い て 指摘 され て い た ，， そ こで は 紹 介結 婚の 著 し

い 後退 が女性の 遠距離か らの 人 口移動 を ます ます阻止 し．大都市 にお ける結婚難 を

引 き起 こ し、結婚年齢の 上 昇，未婚化の 増大 を もた らす可 能性が示 され て い た 。 し
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図 1　 世 帯主および配偶者 の離家理 由の うち進学に よ るもの

　　　　　　　 〈国立 人口 問題研究所　第 6 回　人口移動調査 よ り作成〉

か し同時 に，農業の 大規模化に よる 農村 へ の 男性 回帰，都 市労働市場の 女性 へ の 開

放，女性の 移動 を妨 げて い た社会意識 が 民主 教育 の 徹底 と と もに 小 さ くなる こ との

3点 に よ り，無限に都 市人口の 男性化が 進展する こ と もない とも予 測 されて い た 。

　現 実 は どうで あろ うか 。 労働 の 女性化に よ り，都市に 女性人冂 が 呼び込 まれ たの

は事実 で あ る 。 男 女と も人 口 が地方か ら大都市へ とい う流 れ を もつ の は 間違 い ない 。

地方都市 に 雇用 が な けれ ば 若年人 冂 は 当然大都市 へ と移動 す る 。 しか しそ こ に は

相 変 わ らず性 差が 存在する 。 進学移動 の 際に は ，男 子 も高学 歴の 親 を持 つ ほ うが 進

学移動 しや す い とい う階層差 は み られ る もの の ，全般的 に 女子 よ りも移動の ハ ー ド

ル カ暫氏い 。

　 も し親 の 承認 を得やす い 行動 を子 ど もが選択する な らば，地方都市に 暮 らす 女子

の 多 くは 地 方に 残 り．男子 は 大都 市へ 出て 行 き，その 結 果 次世代で の 大都 市部 へ の

人凵 集 中が 男 女ア ン バ ラ ン ス な形で さ らに進 む こ とは十 分予 測 され る 。 図 1 が示す

よ うに 人 口 移動 調 査の 結果 を見て も，進学 に よ る地 方か ら中央へ と い う男女の 移動

率の 差は それ ほ ど縮 ま っ て は い ない ．、1980〜1989年 コ ーホ ー トの 部分が ひ ときわ高

くな っ て い る の は ，結婚等の 理 由に よる もの が まだ 少 な い た め ，離家理 由の うち進

学の 占め る割合が相対的 に高い ため で ある 、、 しか もこ の 「失われ た 10年」 に あ た る

コ
ーホー トで は ．女性の 非 3 大都市圏出身者 だけ が取 り残 され てい る こ とがみ て と

れる n

　 したが っ て 安 田の 予測 した結婚年齢の 一ヒ昇，未婚化の 増大を もた ら した の は ，山
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田 （2006）が 指摘する ように ．女性 と男 性 の 結婚条 件の ミ ス マ ッ チ で ある可能性が

高い 。具体 的に い えば大都市部で の 女性の 学歴上 昇幅が男性の それ を上 回 っ た こ と

に よ り男性学歴上 位の パ イが減 っ た こ と，婚姻条件 とされ る男 性の 収入 の 伸 び 悩み ，

男女の 職域隔離に よる 出会 い の 機会の 少 な さ も原 因 で あ ろ う。 その 結 果，今後 も大

都市に お け る 男性割合 も，低学歴層の 男性と高学歴 層の 女性未婚率 もます ます高 ま

る こ とが予 測 され うる 。

　
一

方 t 地方都市で は移動の 性差が ジ ェ ン ダ
ー

格差の 維持 につ なが る懸念が あ る 。

地元に 残 っ た 女子が 高等教育に 進学する に して も，志願 者 を集 め て い るの は職 業 に

直結す る 資格取得 可能な，明 らか に待遇 の 悪 い 女性 準専 門職 養成系 に 偏る 傾向に あ

る 。 企 業就職の 場合，地方か ら大都市に向け て の 就 職活 動 に は コ ス トが か か り不 利

で あ る 。 つ ま り進 学先を選択する 際 に 大都市 に 出 られ る ど うかが t 就職機会の 有利

さを規 定 して い る 。 さ らに進学 しなか っ た場合 に は，非正規 不安定雇用に 流れ 込む

可能性が 高 くなる 。 それ は 大都市の 専業主婦率が 50％ 近 い の に 対 し，地方都市非移

動層女性 の 就労率が62，6％ と半数を超 え， しか もパ ー ト就労率が高 い とい う数値に

指 し示 され て い る 。 こ の よ うに地方 に残 る女 子は将来に わた る職業生活 にお い て も

冷遇 を受け る 可能性 が 懸 念 され る 。 国全体 の レ ベ ル で 見れ ば，女子 を地 域 か ら流 出

させ な い こ とに よ っ て ， ジ ェ ン ダー
格差の 再 生 産に 寄与す る とい う構図を指摘 しう

る 。

　た だ し地 方に 育 つ 女子 で あ っ て も大都市 へ と移 動で きるチ ャ ン ス を持 つ もの が い

る 。 そ れ が T 〈大都市か ら の 移動〉経験 を持つ 学歴 高階層 の 母親 を持 つ 女子 なの で

ある 。 まず彼女た ちの移動 は進学時に親か ら承認 されて い る 。 そ して 企業就職の 機

会は 大都市部の ほ うが 多い こ と か ら必 然 的 に U ター ン の 数 は抑 えられ，多 くは大

都 市 定住 を し，次世 代に 対 し て は く地方か ら の 移動〉効果 を発揮す る こ とが 予 測 さ

れ るの で あ る 。

　 イ ン タ ビ ュ
ー調 査 で は t 現 代の母親は 地域 を問わ ず女子 に 対 し，再就職 も含め何

らかの 形で の 就業継続 を望 ん で い る 傾向が 見 られた が，その 就労条件の 地域差に言

及 した もの は なか っ た 。 しか し比 較 と判 断の 基 準が どこ に 置か れて い る か に よ っ て，

選択 は 当然異な る結果 に 結 びつ い て い くこ とに なる だ ろ う。

5 ． 結論

　今同の 調査 の 結 果か ら見 られ る人の 移動 には 2 通 りの 流 れ が あ っ た 。 ひ とつ は従

来 の 地域 移動 の モ デ ル とな っ て きた，進学 ・就職に 伴 い 地方都市か ら大都 市へ 移動
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す る流れ で ある 。 こ の 形 態の 移動 を した 高学歴者 は 経済的 に も恵 まれ た生活 を送 り，

子 ど もに 対す る教育に も関心が 高 く， 子世 代 の 大 都市定住 を念頭 に 置 きやす い 。

　他方の 大都市か ら地方都市 へ とい う流 れ に 乗 っ た 人 々 は，移動 した地 域で 比較的

豊か な層 に 位 置 して い る が，子世代の 移動が 考慮の うちに あ り，非常 に 教育熱心で

ある 。 そ して その こ とが と くに女子の 教育に お い て 非 移動層 との 間に 違 い を もた ら

す 。 例 えば 移 動 層で は高校選択 に際 し，「
一

流 の 大学 に 合格で きるため の 高校」 と

す る割合が 45．8％ と，非移動の 26．6％ よ り20ポ イ ン ト近 く高 い
。 こ の

一
流大学 に合

格す る 高校に 関 して 地 方で は 公 立優 位 の 傾 向が 強 く （苅谷他 　2007）．一
元 化 され

た学歴 指標 の 下 で 争 う苅谷 （1995）の 「大衆教育社会」 の モ デ ル は 地方 に こ そ適合

して い る 。 吉川 （2006）が メ リ トクラ シ
ー ・

ク レデ ン シ ャ リ ズ ム と して 指摘す る と

お り，職業階層 へ の 転換 を約 束す る原 資 と して の 学歴 とい う側面が 日本で は 強 い 。

だか らこ そ，そ れ は男子の 達成経路 とな っ て きた 。 ジ ェ ン ダー
平等 を求め る 流れ の

中 ，女 子に 対 して もそ の
一

元 化 された 価値が 当て はめ られて 教育が行 われ る か否か

が ，今後 と くに 地方都市 にお い て は女子 の 達 成を も左 右す る 。

　女子に も 「成績原理」が 浸透 し，女 子の 教 育達 成の 規定構 造が 男子 に近づ きつ つ

ある と した 尾嶋 （2002）の 分析 で は，家庭 の 経済状態が進学 に 及 ぼ す影響 は ，機会

の 全体 的 な拡 大期 に 高 ま り，経済不況期 に も強 まる こ とが 指摘 され て い た 。 そ して

女子の 進路 決定構 造が 男子 に接近 して も依然 と して ，学業成績 を介 さずに 出身階層

が 教 育達成 を直接 規定 して い る部 分が あ り，90年代に 入 っ て 家庭 の 経済状態の 影響

が 「復活」す る 傾 向が指摘 されて い た 。

　地 方都市 に お ける経 済状態の 階層分化が 移動層 と非移動層の 問で 生 じて い る こ と

につ い て は こ こ で も確認 した し，大都市出身層 と地 方都市 出身層 との 問で 経済格差

に よ っ て ，世 代間 に渡 る学歴 格差 拡大が もた らされ る 可 能性は 確か に高い 。

　た だ しブ ル デ ュ
ー らが再 生 産論 を論 じた際の 眼 目が ，経済資本だ けで な く文化 資

本 を通 じて の 不 平等処 遇 が生 じて い る こ とに あ っ た よ うに ， こ こ で も強調 した い の

は ．教 育行動の 地域差は 必 ず しも経 済格 差 だ けに 還 元 され る 形で 生 じて い る わ けで

は ない とい う点で ある 。 地 方へ の 高学歴移動層 は ，選択 肢 の 視 野が 移動の 可能性 と

い う形で 具体的に 広が っ て い る 。 大都市 に集中す る大学の 設置状況が それ を助長 し

て い る 。 しかもその とき移動効果 の 影響は，男子以上 に女子 に対 して よ り大 きい 。

中村 （1997） は 高学歴が もは や 希少 な資源で は な い と指摘 して い るが ，女子 に と っ

て は い まだ希少性 を有す る の で あ り，地方 に お い て は母 親か ら 女子 へ と移 動が促 さ

れ る こ とが ，女 子 の 地位達成 へ と結 びつ い て い くこ とに な る 。 母 親 の 移動経験 が 女
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子の 達成 を刺激す る 以．L，移動効果 は無視 で きない とい える 。

〈注〉

（1＞ 平 成18年度の 学校基本調査を用 い たの は，それ が 2 回 目の イン タ ビ ュ
ー
調査 に

　最 も近 い 時期 の 結果 だか らで ある 。 なお，表 にお ける首都圏 とは． 東京，神 奈M ．

　埼玉 ，千葉の 1 都 3県を，京阪神 ・愛知 とは大阪．京都，兵 庫，愛知の 2 府 2 県，

　 北 陸 3県 とは新潟，福井，石川 を指す 。

（2〕 以下 ，会話 に お ける 1 は イ ン タ ビ ュ ア
ー

，回 答者 に つ い て は ，Ni は 新潟，　 T

　東京，F 福 岡，　 Na 長崎 とア ル フ ァ ベ ッ ト部分 が 居 住地を あ らわ し，そ の 後の 数

　 は 個別番号 となっ て い る 。

（3） 私立 中学の 数は 東京都の 181校に 対 し新潟 市 3 校 （共学 2 ，女子校 1），福 岡市

　27校 （共学15，男子 校 4 ，女子校 8 ）長崎市 11校 （共学 3，男子 校 2 ，女子 校

　 6）で ある 。

〔4） 附 属 とは 国 立大学附属 中学校，H は 中高
一

貫校，　 S は東大合格率の 高い こ とで

　知 られ る 私立校，J，　 N ，　 C は全 て 中高 一
貫の 私 、乞校で ある 。

〈引用 文献〉

阿部彩，2007， 『子 どもの 貧困』岩波新書

Bourdieu，　P．，＆ Passeron，　J．−C．，1964，　LES 　HERITIERS ，　Minuit，石井洋二 郎訳 ．1997，

　 『遺産相続者 たち』藤原 書店

林拓也 ・
粒 来香，2000，「地域移動か ら見た就学 ・就職 行動 」，近藤博 之 『日本の 階

　 層 シ ス テ ム 3　 戦後 日本の 教育社会』東京大学 出版会

林拓也．2002，「地域移動 と地位達成 」，原純 輔編 著 『流 動化 と社 会格差』 ミ ネル ヴ

　 ァ 書房 pp ．118−144

日下 田岳史，2006，「大学の 自宅進学率の 経済モ デ ル 」『教 育社 会学 研 究』第79集，

　 pp ．67−84

本 田由紀，2008，『家庭教育の 陥穽　子育てに脅迫 される母親た ち』勁草書房

石 川由香里 ・
杉原 名穂 子 ・喜 多加実代 ・中西 祐子，2002， 『子 ど もの 社会化 と親の

　ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン 形 成』平 成12，13． 14年度科学研究費補助 金研 究成 果報告書

　　　　．2008， 『現 代 の 親 子関 係 と教育意識』平成 17，18， 19年度科学研究費補

　助金 研究成 果報告書

苅谷剛彦 1995，『大衆教 育社会の ゆ くえ』 中公 新書

　 130

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 子どもの教育に対する母親の地域移動効果

　　　　， 2001， 「階層化 日本 と教 育危機　不平等再生 産 か ら意欲格差社会 へ 』有

　 信堂

苅谷剛彦
・
安 藤理 ・有 海拓 巳 ・

井上 公 人 ・
高橋 渉 ・平 木耕 平 ・漆 山綾香 ・中西 啓

　喜 ・日下 田岳 史，2007 「地 方公 立 進学 校 に お け る エ リ
ー 1・再崖 の 研究」 『東京大

　学大学院教育学研 究科紀 要』 第47巻 pp ．51−86

吉川 徹，2001，『学歴 社会の ロ ーカ ル ・トラ ッ ク　地 方か らの 大学進学』世 界思 想

　 社

　　　　，2006， 「学歴 と格差 ・不平等　成熟す る 日本型 学歴 社会』東京大学 出版

　 会

　　　　，2009，『学歴 分 断社会』 ち くま新書

小林雅之 ，2007，「高等 教 育機 会の 格 差 と是 正 政 策」 『教 育 社 会 学研究』 第80集，

　pp ．101− 126

近 藤 博 之 ，2001，「高度成 長期 以 降 の 大 学教育機 会　家庭 の 経 済状 態 か らみ た 趨

　勢
一

」『大阪大学教育学年報』 第 6号，pp ．1−ll

三 隅
一 人， 1999，「女性 の 地域移動 と階層特性 　1995SSM デ ー タ に よ る分析一

」

　『比較社会文化』 第 5巻， pp．113−122

中村 牧 丁
一
，1997，「経験 され る社 会移 動 」太 田 省

一編 著 『分析
・
現代社会　制度／

　身体／ 物語』八 千代出版，pp ．41−71

尾1鳴史章， 1986，「教育機会の 地域間格差 と教育達成」 『大阪大学 人間科学 部紀 要』

　第 12巻，pp ．99− 106

　　　　，2002，「社 会 階層 と進路形 成 の 変 容
一90年代の 変化 を考え る」 『教育社 会

　学研究』 第70集，pp ．125−142

友田泰正 ， 1970，「都道府県 別大学進学 率格 差 とそ の 規 定要 因 」『教 育社 会学研究』

　第25集，　pp ．185−195

山田 昌弘，2006，『新平等社会 　「希望格差」を超 えて」文藝春秋

安田三郎
・
加藤孝子， 1962，「女性 の 人 口 移動 と配偶者選択

一
東京流入 女性 人 口の

　分析
一

」 『都市問題』 pp ．61−68

付記　本研究は，平成 12 ・13 ・14年度及び平成 17 ・18 ・19年度科学研究 費助成 を受

　 けた研究成果の
一

部で ある 。 調査協力者 なら び に 共同研究者の 皆様 に心か ら感謝

　 申 し上 げ る 。

131

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The  JapanSociety  ofEducational  Sociology

ABSTRACT

  Effect of  Regional  Migration  of  Mothers on  Their Children's

   Education:Relation Between  the  Increase in the Gender Gap

                     and  Regional  Disparities

                                                 YUKARL  Ishikawa

  The  purpose  of  this paper  is to eLucidate  how  parents' educational  concerns,  which

help form their children's  aspirations  toward  academic  eareers,  are  affected  by

regional  migration.  In this paper, the influence of  parental migration  on  their

children's  choice  of  life course  is termed  migration  effect. It is not  discussed simply

as  regional  disparities, but in a way  that also  considers  class  and  regional  factors, and

in particular the effects  of  mother's  migration  on  their childrearing,

  The  data for the analysis  is quantitative data from 2002 in Niigata city, one  of

Tokyo's wards,  Fukuoka  city  and  Nagasaki city,  of  parents  with  children  aged  4

years attending  a nursery  school  or  kindergarten, in second  or  fifth grade of

elementary  schooL  or  in the second  year  of junior high school  (1,850 valid

respondents),  as  well  as  qualitative data from interviews conducted  in 2006 of

infbrmants who  had responded  to the 2002 research.  Tokyo  and  Fukuoka  are

classified  as  big cities,  and  Niigata and  Nagasaki as  local cities, The  paper

investigates the effect  on  educational  concern  and  behavior of  whether  one  has

experience  migrating  from a big city  to a local city, or  from a local city to a big city,

based on  the mother's  educational  achievement.

  In generaL highly educated  mothers  who  experienced  migration  themselves are

dedicated to their children's  education  regardless  of  the  child's  gender. Mothers  who

themselves  moved  from a  local city to a big city  have the int.ention to settle down  in

the big city  during their children's  generation, On the other  hand, mothers  who

moved  from a big city to a local city assume  that their children  will eventually

migrate  to another  area.  In particular,  they  take into consideration  girls' ambitions

related  to regional  migration.  Educational concerns  and  behaviors differ depending

on  whether  the mother  has experienced  migration  to a local city. For boys, the effect

of  mother's  movement  is not  as  important in preventing  children's  migration,  but
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mothers 　who 　do　not 　have　the　experience 　of　migrating 　from　a　locai　city 　intend　fQr

their　daughters　to　stay 　in　their　area ．　This　leads　to　concern 　that　the　influence　of

migration 　effect　will 　lead　to　a　gender　gap　in　regional 　disparities．
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